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《設計•設置上の確認項目》 

•浴室は湿度が高いため、分電盤に漏電遮断器を設ける。 

•機器容量にあった専用ブレーカーを取り付ける。 

•電力会社との契約電気容量が不足している場合は、追加工事を行う。 
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浴室暖房乾燥機5 < 5 < 兰乾王旧本国内専用) 

TYR 1 00型/ TYR 110型 
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本製品の設置にあたっては、地域により防災上での制限（可燃物との距離の制限など) 
がありますので、詳細は所轄の消防署など行政官庁にお問い合わせください。 


■吹出□の方向につ1 

-既設換気扇の位置に< 
取付方向が変わりま^ 
お室の中央に向くよ- 
り 付けて ください。 


製品取り付け後、吹 t 
異なっている場合は、 
に吹出□の方向を変; 


消防法第九条に基づ<市町村条例基準について 

ミ谷室換気暖房乾燥機の取り付けには、下図のよラな防災上の規制がある地域びありますので、 
不明な点は所轄の消防署など行政官庁にあらかじめご相談ください。 

(本機器は、社団法人曰本電機工業会で定める「組み込み形などのミ谷室用を類乾燥機の自主 
試験基準」に適合しています。） 


(例）東京消防庁設置基準 

排気ダクト 


温風の吸い込み、吹出 □ 
の1 OcmL ソ内に巧類を 
含め、一切のしゃへい 
物がないこと。 




空気取入□を設けてください。空気取入□がないと、乾燥のときの性能が悪くなるおそれがあります。 
どラしても空気取入□び設置できない場合は、乾燥のとき、ミ谷室のドアを少し開いてご使用ください。 


• リモコンはミ谷室内には取り付けないでください。故障の原因になります。 


• 換気扇連動スイッチの電気配線は必ず実施してください。 
性能が十分発揮できなかったり、故障の原因になります。 


• 電源はおず10 0 V 電源をご使用ください。故障の原因になります。 


願 し、 
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ランドリーパイプは、推奨位置より本体に近づけて設置しない 

ランドリーパイプが過熱し、やけどのおそれがあります。 

本体を雨漏りなどでめれる場所に取り付けない 

故障の原因になります。 _ 

運乾中、フアンやルーノ（一に触れたり、物を差し込まない 

回転による傷害のおそれがあります。 

機器の取り付けは、確実に行う 

製品 重量 【7.5 K 呂】に耐えるよラ施工方法に従って取り付ける 

本体落下による傷害のおそれがあります。 


■取付概要 ( TYR 10 C 

補強木 ( 
お付金具\ 


平座金- 
ワッシャー- 

タツピンねじ- 


グリルガイド' 


■取付概要 ( TYR 11 C 

補強木 ( 
ぉ付金具^ 


平座金〜 
ワッシャー- 

タツピンねじ- 


グリルガイド' 


本体取付手順 


企な 


《工事前の確認項目》 

•電気工事はおず分電盤の‘沿室暖房乾燥機用ブレーカーを切って行う。 

•電源電圧を間違えないよラに注意する。 

•電源ケープルを束ねたまま配線しない。 

-電源ケーブルなど、機器の配線は、発熱する器具（ダウンライトやミ谷室暖房乾燥機）か!5離して設置する。 

•メタルラス張り、ワイヤラス張り、金属張りの木造建築に金属ダクトが貫通する場合は、電気的に接触しないように取り付ける。 
•屋内配線は 02 mm の単線 (VVF ケースレ)を使用し、確実に接続する。より線は使用しない。接続が不十分だと火災のおそれ 
があります。 


指定ずる電源むがでは使用しない 

火災•感電の原因になります。 


【 TYR 100型/ TYR 110型： AC 100 V 】 


参 


アースの種接地)工事がされていることを確認ずる 

アースエ事がされていないと故障や漏電のとを、感電する原因となります。 
アースエ事はお近くの工事店にご依頼してください。 


製品を取りがしたと 
さに使用します 


ハツキン 


ホールプラグ （2 個) 


単 H 乾電池に本 


ミこ:）キャップ （2 個) 
固定具に個） 


巧旧本） 


モコンホルター 


ワイヤレスリモコン 


中継;ーネス 中継一木ス 
J 騎扇題 i ) 用。本）電测トス付き (1 本) 
但。） （3 む) 


穴埋めパテ2個) 


平座金 （4 個） 

ワッシャー (4 個） 

タツピンねじ （4 本） 
〈04X4已〉 


取付ボルト M4 (4 本) 
〈M4X28〉 


補強木4枚) 


取付ねじ一式 


取付方法 _ 

Ci 事前のミち意事項）※既設の換気扇はそのまま使用します。 


① 換気扇の異甫の有無を確認<ださい。 ④ 

② 異音がおるとさは、取り付け前に換気扇の取 

取扱説明書 （ P .33) へ換気扇のメーカーと品まをご記入願 
いまず。 

り替えをおずずめしまず。 @ 

③換気扇の巧れびある場合は、清掃してください。 

天井強度び弱い場合、天井が変形ずることびありまず 
ので補強び必要となりまず。（補強枕ホ、現場手配となります。） 


施工を始める前に電源 ( AC 100 V ) をどこに接続するかご確認願います。 


既設換気扇 ^電源用配線（常時3已 OWliLh 使用ずる配線とは共用しないでください） 

/の r 1 .. . .。已 A 容量のとき） 



《電気配線は0ず実施してください。 

性能び十分発揮できなかったり' 換気扇スづ^ツチと並列に接続 

が障®原因にな D まず。 / 

丄 / 「開姻後、取付金具を 


*^取付ボルト1\/1己(4力祈) 

\取付ボルト M 4 (4 力巧） 
^ V 字型ばね 


] / 夕 I •してください。 

。心* II ①取付ボルト M 6 を2力所列す。 

^ LlJn ©巧がボルト (2 本)をゆるめ、本体を左へスライドさせ外す。 


壁スイッチ 



-電源用配線 

※専用の遮断器 (20A) を取り付けてください。 
また、漏電ブレーカーを取り付けてください。 


換気扇連動用配線 

※電気配線は必ず実施してくださし、。 
性能が十分発揮でさなかった0、 
故障の原因になります。 



換気扇スイッチと並列に接続 


•^取付ボルト1\/1己(4力巧） 

\取付ボルト M 4 (4 力巧） 
^ V 字型ばね 


ms 

ms 

壁スイッチ 


開徊後、取付金具を 
夕'!•してください。 

①取付ボルト M 巨を2力所列す。 

©巧がボルト (2 本)をゆるめ、本体を左へスライドさせ外ず。 
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•風の向さ 


ランドリーパイプ 


X 


風の向きがラン 
ド U —パイプと 
平行に出るぶラ 
に吹出口を取り 
付けてください 



! I 締める 
吹出 □ 


ランドリーパイプ 





特定巧巧製品 


施工説明書 


取り付け前に、この r を全に正しくお使いいただくために」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてくださし、 


^表示 

意 [ft 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死こまた 
は重傷を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負 

A ま意 
^- 

ラ可能性が想定される内容、および物的損害のみの発生が想 
定される内容を示しています。 }) 


- r 取扱説明書 J r ホールプラグ（本巧取りかしの際が要） J r 施工説明書（本な:取り 
かしの隐化要） J r 換気扇グリル（本な:取りかしの際が要） J は、お客様へ化ずお渡し 
<ださい。 

• どのブレーカーを落とせば電源び切れるのか、お客様へ説明してください。 


A 


0 

面 
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フアンやヒーターに触ったり、物を差し込まない 

感電、けが、やけどのおそれがあります。 

內塞式ふろを設置したミ谷室では使用しない 

扫歸ガスがミ谷室内に逆流し、一酸化炭素中毒を起こすことがあります。 

温泉水などを引さ込んでくるミ谷室では使用しない 

製品が腐食して、漏電や製品が故障するおそれがあります。 

絶対に分解したり、修理、改造は行わない 

火災、感電、けがの原因になります。 

A A 接続が不適切な場含は、漏電、感電、発熱および発乂 •乂災になる 
心 心 おそれびありまず。 _ 

《工事におけるま意項目》 

•電気工事は電気設備技術基華や内線規定に基づさ、電気工事±の免許を持ったちが巧ラ。 

•圧着端子の接続には、それぞれの端子に合った、 J にに定められた専用圧着工具を使用する。 

•電源ケースレは確実に接続、固定する。また差し込み不足に注意する。 

•改造は絶対にしない。特に棒端子付きの電線の場合は、棒端モ部は絶対に切5ない。 

•より線 （ VCT ) 電線の接続は、棒端テを付けて差し込みコネクターに接続するち法を推奨する。 
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VVF ケープルは、まっすぐの状態 
で使用する 


むを出し部び長く金属部が露出 
金属部 


X 




霞ジョイントボックスを閉じます。 

5. リモコンの取り付け 

—キャップ 
-ホルダー 



差込型電線コネクターの挿入口近く 
での VVF ケーブルの巧り ffl げ 


X ク 


み。 


固定具 



6. ランドリーパイプ（別売品）の取付位置 

禅位： mm ) 



未使用時用 
ブラケット位置 


ランドリーパイプ 
取付推巽位置 


左図の推奨位置にランドリーパイプを取り付けてください。 
—ミ主意- 


ランドリーパイプは、推奨位置より本体に近づけて設置しないでください。 
ランドリーパイプが加熱し、やけどのおそれがありまず。 


※やむを得ずランドリーパイプを推奨位置からず5して取り付けた場合は、乾 
燥時間が長くなります。 

^両面テープ式のブラケットの場合は取り付ける前にミ谷室壁面のミちれや水分を 
十分にふき取ってからお取り付けください。 

落下の原因となります。 

^詳しくはランドリーパイプ付属の説明書をお読みください。 


試運拓 


1. 既設換気扇のグリルをかす。 

中間ダクトフアンの場合は、別紙の施工説明書をご確認ください。 （ TYR 100 型） 

2. ①取付金具固定用のねじ穴位置を確認する。 

【換気扇フランジ内側固定時】 


4. 電気配線を巧う。 



【換気扇フランジか側固定時】 



換気扇取付用のねじ巧を4力所利用し、取付金具を 
取り付けまず。 

(ほとんどの換気扇は、ねじ巧が8力所ありまず。） 

(1) 使用されていないねじ巧び 4 力所の場を 

一そのねじ巧を利用して固定してください。 

に） S 力所共ねじ止めしている場を 

^取付金具固定用に使用するねじを4力所 
取りかしてください。 

(3) ねじ巧び 4 力所の場合 

^換気扇固定と共用して固定しまず。 

ねじをがす際は、換気扇が落下しないよう 
ま意してください。 


⑨本製品 （ TYR 100 型/ TYR 1 10型）の重量は7.己 k 呂ありまず。 

•天井強度が弱い場合は、天井裏面を橋渡しするような、長い補強木を使うなどして、 
補強を行ってください。 

•点検口より天井裏にて製品を固定する4力所のねじ位置〜ぶず補強木 （4 枚）を接着して 
ください。（接着剤は、一般工作用瞬間接着剤（ゼリー状）を現場手配してください。） 
接着完了後、取付金具を取り付けてください。 



換気扇 


補強木 


石實ホート 


天井 


為 


左記のよラに換気扇が設置 
されている場合は、補強木 
を換気扇のフランジに取り 
付けてください。 

換気扇取付状態により、補 
強木を加工してください。 
※取り付け不十分でずと振 
動の原因になりまず。 


③取付金具を取り付ける。 


天井取り付けの場合 （ TYR 110 型） 


補強木接着を、再度下穴(¢2.8)をあけてください。 
型紙をはがしたあと、取付金具を 
取り付けます。 




舞詞^ 


ソツシャー 
タツピンねじ 


I 取付金具 


換気扇取り付けの場合 （ TYR 100 型/ TYR 1 10型） 



換気扇中むライン 


スライドバー 


目盛0 
M 3 ねじ 


取付金具 
平座金 


墓ワッシャー 


タツピンねじ 


(1) 取付金具の目盛日（刻印） 
を換気扇の中/じ、ラインに 
合わせ、スライド バーの 
位置を調整後、 M 3 ねじ 
を締め付ける。 （4 力巧） 

に）ワツシャー、平座金を介 
して、タツピンねじにて 
取付金具を固定する。 

(4 力巧） 



♦電気工事は有資格をの方が行ラ 

不確実な接続をすると、端モ部が過熱し、义災のおそれが 
あります。 

参アース （ D 種接地）工事がされていることを 
確認ずる 

アースエ事びされていないと故障や漏電のとさ感電する原 
因になります。 


•漏電遮断器（分電盤にあればよい）を取り付ける 

故障や漏電のとき感電する原因になります。 

♦電源コード先端の棒端テはコネクター(市販品) 
に確実に差し込み、 VVF ケーブルと接続ずる 

不確実な接続をすると、端モ部が過熱し、义災のおそれが 
あります。 







結線図 （ TYR 110型） 

換気扇 


AC 100 V 


壁スイッチと 
並列に接続 



壁スイッチ 


内：現場配線 


3む 

ケープル 




電源 


換気扇 
連動スイッチ 

TYR 1 10型 



① 電 源 

TYR 1 00型より出ている3むケープルを AC 10 0 V へ 
接続してください。 

※必ず D 種接地工事（アース）をしてください。 

※本製品の最大消費電力は、11已 0 W です。 

常時消'費電力が3已 0 WLU 上使用される電源線とは巧 
用しないでください。（安全ブレーカー1己 A 容量時） 
※必ず漏電ブレーカーを取り付けてください。 

② 換気扇連動スイッチ 

換気扇の壁スイッチと並列に2むケーブ j レへ接続する。 
※換気扇連動用配線です。 

※既設壁スイッチち単独で使用できるよラにしてくだ 
さい。 

※電源ライン （ AC 100 V ) へ接続しないでください。 

コント□-ラーが故障します。 

※換気扇連動スイッチの電気配線はおず実施してくださ 
し、性能が十分発揮でさなかったり、故障の原因にな 
ります。 

※中間ダクトファンの場合は、別紙を参照願います。 

① 電 源 

TYR 1 10型より出ている3むケープルを AC 10 0 V へ 
接続してください。 

※専用の遮断器 （20 A ) を取り付けてください。 

※必ず D 種接地工事（アース）をしてください。 

※必ず漏電ブレーカーを取り付けてください。 

② 換気扇連動スイッチ 

換気扇の壁スイッチと並列に2むケーブ j レへ接続する。 
※換気扇連動用配線です。 

《既設壁スイッチち単独で使用でさるよラにしてくだ 
さい。 

※電源ライン （ AC 100 V ) へ接続しないでください。 

コント□-ラーが故障します。 

※換気扇連動スイッチの電気配線はおず実施してくださ 
し、性能び十分発揮でさなかったり、故障の原因にな 
ります。 

※中間ダクトフアンの場合は、別紙を参照願います。 


① 電源線と換気扇連動線を付属の結束バンドにて、 
天井面に近い位置で固定してください。 

② 天井裏より同捆している穴埋め用のパテにて電線 
を通しているずさ間を埋めてください。 

《電線の位置ズレなどを防ぐため必ず行つてください。 


電源接続の前に準備いただくこと 


【現場手配品の確認】下記部品は現場にて手配してください 


♦電源は必ず分電盤の専用プレーカーに接続して 
<ださい 

♦屋内配線が正しく行われているか、極性確認を 
して<ださい 

♦棒端テは付属の電源線に接続しております（何 
れかの理由で現場で取り付け直す場合は、棒端 
モ（市販品）は適正な工具で圧着してください。） 


電源用電線 


13mm 



VVF ケーブル 
¢2. 0 mm 


※ケーブルの先端は、む線がまつす 
ぐの状態で1 3 mm 出ている状態 
に加工してください。 


ジョイントボックス 


屋内配線の場合 



差込型電線コネクター 


電線太さ：02.0 mm 
差し込み長さ：1 3 mm 
定格： 20 A 、 30 0 V 



〇 

コネクター側面より、目視にて電源コードの棒端テと VVF ケープ 
レが、コネクターの奥まで入っていることを、確認してください 。 J 


VCT 


被覆チューフ 


棒型圧着端子 



VVF ケーブル 


差込型電線 
コネクター 

差込型電線 

コネクター※白線側ち同様に接続してください。 


①ジョイントボックス内で電源コード先端の棒端子 
と VVF ケーブルをコネクターへ、まっすぐ突さ当 
たるまで差し込みます。 


棒端テと VVF ケーブルの接続にリ 
ングスリーブを使用しない 




VVF ケープルとより線をねじって 
接続しない 


取り付けが終わりました6、再度結線や取付方向などび間違っていないか確認して「取扱説明書」の「ご使用ち法」を参照し、 
正當な運転がで走るか、また、本体の取り付けが確実で振動-異常音がないか確認してください。 


(チェック項目欄） 

□ 1 . 電源は 、 ACT 00 V を接続しているか？ □己.既設換気扇の壁スイッチを入れて、換気扇が回るか？ 

□ 2. 換気扇スイッチとの接続は、間違いないか？ 0 6. 換気扇または照明の壁スイッチの入/切により製品の 

□ 3. 製品は、確実に本固定されているか？ 電源が入/切していないか？ 

□ 4. U モコンの乾燥スイッチを巧して、正苗に運転しているか？ （受光センサー部の緑色ランプが点滅しているときは、 

-吹出□より暖かい空気が出ているか？ 電源の配線を再度確認してください） 

•換気扇は、回っているか？ 

(換気口にティッシュなどを近づけ確認できます） 

〈循環□に近づけないよ5、注意してください〉 

-異音はしないか？ 


r ぉ願ぃ） 

‘「電源が入5ない」または、 r 動作が不完全」な 
ときは、配線まわり（電源コードの接続など）や 
分電盤の接続を再確認してください。 

-暖房や乾燥の運転終了をは、ヒーター保護のため 
約10砂間を却運輯を行いまず。他のスイツチを 
巧しても動作は10砂をとなりまず。（故障では 
ありません） 


r 試運輯後は） 

工事店様へ 

施工をは、同個の「取扱説明書（保証書付）」、「施工説明書」、「マジカ 
ルパンガー」、「ホールプラグ」をお客様におミ度しし、器具の使いちについ 
て説明してください。同個の「ホールプラグ」（製品取りがしの際、電線 
を适している巧をふさぐための部品でず）と「換気扇グリル」は製品を取 
りがしたあとに必要でずので、お客様へおミ度しください。 


④ 電線用の穴をあけ、電線を通ず。 


天井取り付けの場合 （ TYR 110 型） 


換気扇取り付けの場合 （ TYR 100 型/ TYR 1 10型） 


取付金具 

スライド バー A 



(1) スライドバー A の長穴を利用し、¢13の巧をあける。 （2 力巧） 

(2) 電線を通す。に本）（コネクターが潜室内にくるように） 

-電源供給用巧むアース付き）-換気扇；1動用にむ） 


【換気扇 フラン ジ内側固定時】 【換気扇 フラン ジが側固定時】 

取付金具 

スライド_ 

この範囲 
に穴あけ 



&む3む 


1 

巳 00 mm 程度 
出してお< 



1 


巳 OClmm 程度 
出してお< 

り 



&じ3む 


(1) 換気扇フランジに取付金具の長穴を利用し、も側へ¢13の巧を励する。 （2 力巧） 

(必ずスライドバー A 側の換気扇フランジに2力巧） 

(2) 電線を通す。に本）（コネクターがミ谷室内にくるように） 

■ 電源供給用 （3 むア-ス付き）-換気扇連動用 （2 む） 


3. 本な:を取り付ける。 

①本体を取り付ける。 


本体 



取付ボルト M 目 
(©) 


取付ボルト M 目 
(©) 


⑨ 電源コネクターを差し込む。 



③ グリルガイドを取り付ける。 

引っ掛け部 

受光センヴー 
コネクター 

パツキン 


(1) @部の取付ボルト M 日を本体のこ〇巧に通し、本体をちへ 
スライドさせ引っ掛ける。 

A 取けボルト M 6 がこ〇巧在端に当たるまで本巧を確実に 
スライドさせて < ださい。 

本巧落下のおそれがお D ます。 


本体戶 


スライドは確実に/) 


取付ボルト M か®) 

(吕）⑥部に取付ボルト M 己をしっかりとねじ込み、固定する。 
さ日に⑥部についてもしっかりとねじ込み、固定ずる。 

ZK おず本固定してください。 （4 力巧） 


(1) 八ーネスカバーを取り外す。 

(2) 電源供給用 （3 む、アース付き）コネクターと換気丽連動用 
(2 む）コネクターを接続してください。 

(3) 上記2本の電線を本体のクリップ （2 力所）で固定してください。 

(4) 八ーネスカバーを取り付ける。 


向 



天井とグリルガイドとのずを巧が気になる 
場合にパッキンを取り付けてください。 


取付ボルト M 4 


グリルガイド 


® グリルを取り付ける。 

長穴 



(1) グリルガイドを本体の引っ掛け部 （4 力所）に引っ掛 
けたあと、取付ボルト M 4 にて4力巧固定してください。 

(2) 受光センサーコネクター(白色）を接続してください。 


ぶ 


取付ボルト M 4 を締めずぎないで<ださい。 
グリルとまがセンサー剧こずを巧があをまず。 



グリルガイド 


V 字型ばね 


(1) パッキンを取り付けた場合、すき間が見えないよラにパッキン 
を左図のよラに天井側へ押し上げて<ださい。 

(2) V 字型ばねをせばめて、本体の長巧に差し込みまず。 （2 力所） 

(3) グリルを両手で軽く押し上げます。 

(4) グリルが確実についているか確認して<ださい。 


取付手順 

①リモコンホルダーを取付位置に合わせます。 

@3本の釘を固定具の巧に差し、平らな面を有する金具（マイナスドライバー 
など）を使って巧し込んでください。（石冒ボードへ取り付けてください） 
@確実にリモコンホルダーが固定されていることを確認したあと、キャップを 
取り付けます。 

® リモコンに電池を入れまず。 

©リモコン本体をホルダーに取り付けてください。 


悪い例 



























